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第67回八女市成人式
新型コロナウイルス感染症について
インターネットで119

ひたむきに
夢を追う
関連記事は2ページ

（写真）宮野公園の河川敷で
ジョギングをする酒井美玖さん

【緊急事態宣言発出中】記事は1月20日時点で制作しています。掲載している催し等が新型コロナウイルスの
感染拡大防止のため、変更になる場合があります。市ホームページ、または問い合わせ先で確認してください。

詳
し
く
は

こ
ち
ら
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Interview

　序盤から自分のペースを貫こうという気持ちでレースに臨みまし　序盤から自分のペースを貫こうという気持ちでレースに臨みまし
た。目標としていたタイムには届かず悔しかったのですが、自信をもった。目標としていたタイムには届かず悔しかったのですが、自信をもっ
て自分らしい走りができたと思います。3年間目指してきた、1区でのて自分らしい走りができたと思います。3年間目指してきた、1区での
区間賞を獲得できたこと、チームで4位に入賞できたことは嬉しく思区間賞を獲得できたこと、チームで4位に入賞できたことは嬉しく思
います。ペース感覚や配分を意識して練習に取り組んできましたが、います。ペース感覚や配分を意識して練習に取り組んできましたが、
想定よりも遅くなってしまったので、これからの課題だと思いました。想定よりも遅くなってしまったので、これからの課題だと思いました。

　中学生の時に出場した駅伝大会で区間賞を取り、駅伝が楽しく感　中学生の時に出場した駅伝大会で区間賞を取り、駅伝が楽しく感
じました。それが高校で陸上競技を始めようと思ったきっかけです。じました。それが高校で陸上競技を始めようと思ったきっかけです。
特に目標がはっきりしたのは1年生で同大会に出場したときです。当特に目標がはっきりしたのは1年生で同大会に出場したときです。当
時はチームに貢献できず、悔しい思いをしました。そのとき「チーム時はチームに貢献できず、悔しい思いをしました。そのとき「チーム
に貢献できる走りがしたい」と、1区で区間賞を取ることを誓いました。に貢献できる走りがしたい」と、1区で区間賞を取ることを誓いました。

　自分では思い付きませんが、負けず嫌いな性格であきらめない気　自分では思い付きませんが、負けず嫌いな性格であきらめない気
持ちが強いと思うので、それが後半の持久力に結びついているのか持ちが強いと思うので、それが後半の持久力に結びついているのか
もしれません。長距離になるほど生かせるのではないかと思います。もしれません。長距離になるほど生かせるのではないかと思います。

　チームには負けず嫌いが多く、お互いに高め合いながら練習して　チームには負けず嫌いが多く、お互いに高め合いながら練習して
います。あまりしゃべりが得意ではないので、私の走りや練習中の姿います。あまりしゃべりが得意ではないので、私の走りや練習中の姿
勢で周りを引っ張っていけるように心がけています。新型コロナの影勢で周りを引っ張っていけるように心がけています。新型コロナの影
響で休校となり、八女で自主練習をした1か月間や、けがで思うよう響で休校となり、八女で自主練習をした1か月間や、けがで思うよう
に体が動かず納得のいく練習ができなかった期間は、不安になるこに体が動かず納得のいく練習ができなかった期間は、不安になるこ
ともありました。しかし、チームメイトの存在が支えとなり、自分を奮ともありました。しかし、チームメイトの存在が支えとなり、自分を奮
い立たせてくれました。その期間があったからこそ、今回の結果にもい立たせてくれました。その期間があったからこそ、今回の結果にも
つながったのだと思います。つながったのだと思います。

　夢はオリンピックで金メダルを取ることです。そのためにもまずは　夢はオリンピックで金メダルを取ることです。そのためにもまずは
実業団で力をつけたいと思います。今後は会社の名前を背負って走実業団で力をつけたいと思います。今後は会社の名前を背負って走
ることになります。社会人としての責任と自覚をもち、チームに必要ることになります。社会人としての責任と自覚をもち、チームに必要
とされるような存在になりたいです。とされるような存在になりたいです。

　記録はもちろんですが、部活動を通して人としても成長できたの　記録はもちろんですが、部活動を通して人としても成長できたの
かなと思います。家族や監督、チームメイトはじめ、応援してくれるかなと思います。家族や監督、チームメイトはじめ、応援してくれる
人のおかげで走り続けることができました。皆さんの応援が力になり人のおかげで走り続けることができました。皆さんの応援が力になり
ます。これからも応援よろしくお願いします。ます。これからも応援よろしくお願いします。

北
九
州
市
立
高
校
3
年

酒
井 
美
玖 

さ
ん
（
福
島
中
出
身
）

女
子
第
32
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会 

区
間
優
勝 

第
1
区

酒井さんへ
インタビュー
しました

大会を終えて今の心境は。

高校で陸上競技をはじめたきっかけは何ですか。

酒井さんの持ち味は何だと思いますか。

どのような雰囲気のチームですか。

目標を達成した今、新たな目標と将来の夢は。

高校 3 年間を振り返ってどうですか。

結果を市長に報告

　

12
月
20
日
京
都
府
で
全
国
高
校
女
子
駅
伝
大
会
（
毎
日
新
聞
社
な
ど
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
高
校
3
年
間
の
集
大
成
と
し
て
臨
ん
だ
酒
井
さ
ん
は
、
第
1
区
で
出
場
。
6
キ
ロ
を

19
分
18
秒
で
独
走
し
、
区
間
優
勝
。
チ
ー
ム
を
4
位
入
賞
に
導
き
ま
し
た
。
同
大
会
は
5
区
間

２
１・０
９
７
５
キ
ロ
の
道
の
り
で
た
す
き
を
つ
な
ぐ
も
の
で
す
。
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
と
し
て
ひ
た
む
き

に
夢
に
向
か
っ
て
走
る
酒
井
さ
ん
。
卒
業
後
は
実
業
団
デ
ン
ソ
ー
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
ま
す
。

新成人の
皆さん

おめでと
うござい

ます

喜びの表情を浮かべる喜びの表情を浮かべる
酒井さん（写真：本人提供）酒井さん（写真：本人提供）
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新成人の
皆さん

おめでと
うござい

ます
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私
は
、
八
女
の
地
を
離
れ

て
、
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
気
づ
い
た
こ
と
は
地

元
の
仲
間
の
大
切
さ
で
す
。

就
職
し
て
、
同
期
や
先
輩
、

上
司
な
ど
新
た
な
出
会
い
が

あ
り
、充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
元

を
離
れ
た
生
活
は
寂
し
く
、

一
緒
に
青
春
を
過
ご
し
た
仲

間
は
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
ど

ん
な
人
た
ち
に
も
代
え
が
た

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
生
付

き
合
っ
て
い
く
仲
間
で
あ
り
、

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
大
切
な
の
は
、「
自
分
の
言

動
に
責
任
を
も
つ
こ
と
」
で

す
。
飲
酒
、
喫
煙
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
自
由
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
特
に
飲
酒
は
、

今
ま
で
楽
し
み
に
し
て
い
た

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

反
面
、
常
に
責
任
が
つ
い
て

き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
現
代
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
発
信
に
は
、
細

心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
自
分
の
身
は
自

分
で
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
行
う

一つ
一つ
の
言
動
が
、
大
人
の

言
動
と
し
て
正
し
い
も
の
な

の
か
考
え
な
が
ら
大
人
の
自

覚
を
持
っ
て
、
行
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分

の
間
違
っ
た
言
動
に
よ
り
、

人
を
傷
つ
け
た
り
、
人
生
を

棒
に
振
る
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
日
、
無
事

に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た

両
親
、
学
校
の
先
生
な
ど
多

く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

そ
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
歩

ん
で
行
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　
私
は
、
八
女
市
子
ど
も
会

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
青
少

年
教
育
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

し
て
き
ま
し
た
。人
前
に
立
っ

て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

の
司
会
を
行
っ
た
り
、
普
段

の
生
活
で
は
私
と
は
縁
も
な

い
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
私
は
地
域
の
方
々

に
育
て
て
い
た
だ
き
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
成
人
式
を
経
て

私
も
大
人
の
一
員
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
子
ど
も

た
ち
の
成
長
の
手
助
け
を
す

る
立
場
と
し
て
自
分
の
経
験

や
知
識
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
き
、
市
の
発
展
を
目
指
し

て
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き

る
よ
う
に
日
々
精
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
た
こ
と
で
、
自
由
と
責
任

を
手
に
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
今
ま
で
は
両
親
や
学

校
の
先
生
方
が
私
た
ち
を
導

き
、
見
守
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
意

思
で
判
断
し
、
自
分
で
歩
む

道
を
決
定
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
失
敗
す
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は

そ
の
失
敗
か
ら
学
び
、
成
長

に
繋
げ
、
自
分
で
道
を
切
り

開
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

自
分
自
身
の
行
動
に
責
任
と

社
会
人
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
歩
ん
で
行
く
こ
と
を

誓
い
ま
す
。

言
動
に
責
任
を
持
ち

　
悔
い
の
な
い
人
生
を

秋
山 

真
大 

さ
ん

白
坂 

優
樹 

さ
ん

自
分
の
意
思
で

　
　
道
を
切
り
開
く

2 人の新成人がはたちの決意を発表しました

　
第
67
回
八
女
市
成
人
式
が
１
月
10
日

㈰
、
お
り
な
す
八
女
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
対
象
者
は
５
３
０
人
。
会

場
は
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿
な
ど
の
新
成
人

で
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
。
新
成
人
の
皆

さ
ん
は
、
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た
り
写
真

を
撮
り
あ
っ
た
り
し
て
再
会
を
喜
び
ま
し

た
。
今
回
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
午

前
と
午
後
の
2
回
に
分
け
て
、
時
間
を
短

縮
し
て
開
催
。
ま
た
、
参
加
者
の
マ
ス
ク

着
用
や
検
温
、
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

の
設
置
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
人
式
は
9
人
の
新
成
人
に
よ
る
実

行
委
員
会
（
古
賀
優
也
実
行
委
員
長
）

に
よ
り
企
画
・
準
備
・
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
三
田
村
市
長
は
「
大
人
と
し

て
の
自
覚
と
責
務
を
持
ち
、
自
ら
の
手
で

新
た
な
扉
を
開
い
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。
古
賀
実
行
委
員
長
は
、

「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
道
に
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。「
は
た
ち

の
主
張
」で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
二

人
が
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
こ
の
出
会
い

に
意
味
が
あ
る
～
か
け
が
え
の
な
い
足
跡

～
」
と
し
て
、
小
・
中
学
校
時
代
の
様
子

を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
振
り
返
り
、
先
生

か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
映
し
出
さ

れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
と

思
い
に
彩
ら
れ
た
、
心
温
ま
る
成
人
式
と

な
り
ま
し
た
。

新
た
な
扉
を
開
い
て

はたちの主張 （一部を紹介しています）
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※撮影の時だけマスクを外していただきました

実行委員長 　
第
67
回
八
女
市
成
人
式
が
１
月
10
日

㈰
、
お
り
な
す
八
女
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
対
象
者
は
５
３
０
人
。
会

場
は
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿
な
ど
の
新
成
人

で
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
。
新
成
人
の
皆

さ
ん
は
、
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た
り
写
真

を
撮
り
あ
っ
た
り
し
て
再
会
を
喜
び
ま
し

た
。
今
回
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
午

前
と
午
後
の
2
回
に
分
け
て
、
時
間
を
短

縮
し
て
開
催
。
ま
た
、
参
加
者
の
マ
ス
ク

着
用
や
検
温
、
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

の
設
置
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
人
式
は
9
人
の
新
成
人
に
よ
る
実

行
委
員
会
（
古
賀
優
也
実
行
委
員
長
）

に
よ
り
企
画
・
準
備
・
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
三
田
村
市
長
は
「
大
人
と
し

て
の
自
覚
と
責
務
を
持
ち
、
自
ら
の
手
で

新
た
な
扉
を
開
い
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。
古
賀
実
行
委
員
長
は
、

「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
道
に
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。「
は
た
ち

の
主
張
」で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
二

人
が
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
こ
の
出
会
い

に
意
味
が
あ
る
～
か
け
が
え
の
な
い
足
跡

～
」
と
し
て
、
小
・
中
学
校
時
代
の
様
子

を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
振
り
返
り
、
先
生

か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
映
し
出
さ

れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
と

思
い
に
彩
ら
れ
た
、
心
温
ま
る
成
人
式
と

な
り
ま
し
た
。

成人式実行委
員会の皆さんへ
いまの思いを聞
きました

賀 優也さん

島 隆紀さん

口 桃子さん

原 優花さん 嵜 さやかさん

野 さゆきさん

今までは未成年で
したが、これから
は成人として社会
での責任も変わっ
てきます。社会に
求められるよう頑
張っていきます！

今まで以上に責任を持って、
仕事やボランティア活動に取り
組み、社会に貢献していきた
いと思っています。

国家資格取得に向け短大で勉学
に励んでいます。将来は、自分の
専門分野を生かしてさまざまな人
たちに寄り添い、何事も受け止め
られるような人になりたいです！

家族をはじめ多くの方々に感謝
しています。現在、大学で看護
学を専攻し、今後は社会に貢
献できるよう努力していきます。

成人としての自覚を持ち、両
親を始めお世話になった方々
への感謝の気持ちを忘れず、
何事にも積極的に挑戦してい
きたいと思います。

たくさんの人に勇気や希望、
そして癒やしを与える歌を届
けるためにSingerとして活動
しています。皆さんの耳にもい
つか届く時が来ますように･･･。

古

牛

西

河 濱

星島 大知さん

成人を迎え、これから社会
の一員として社会に貢献で
きるよう日々努力していきた
いと思います。

川

広報八女 2021.2.15
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新型コロナウイルス感染症について

八女市では、「新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置し、
福岡県と連携しながら、今後の対応などについて協議しています。

八女市では、コロナウイルスに関する情報をいち早くＨＰや
LINE で配信しています。どうぞご利用ください。

令和 3 年 1 月 14 日～２月７日

福岡県は
緊急事態措置実施中

市民の皆さまには、以下のことについてご協力をお願いします。
●市民の皆さまには、昼夜を問わず、不要不急の外出・移動の自粛をお願
　いします。特に、「午後８時以降」の外出自粛をお願いします。ただし、
　出勤や通院、食料・生活必需品の買い出し、運動や散歩など生活や健康
　の維持に必要な場合は除きます。
●引き続き、マスク着用、こまめな手洗いや手指消毒、咳エチケットなど
　の感染予防対策に努めてください。
●３つの密を避けてください。
　　「密閉空間」（換気の悪い密閉空間である）
　　「密集場所」（多くの人が密集している）
　　「密接場所」（お互いに近い距離で会話ができる）
●発熱や咳など、風邪の症状がある場合は、まず、
　かかりつけ医へ必ず電話で相談してください。

【八女市 LINE 公式アカウント】新型コロナウイルス感染症や災害情報
など、皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINE アカウント ID →＠ yamecity
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感
染
の
原
因
は
、
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染
で

す
。
呼
吸
器
感
染
症
で
は
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど

で
発
生
す
る
飛
沫
を
介
し
て
感
染
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
は
、咳
や
く
し
ゃ

み
な
ど
の
な
い
無
症
状
の
時
期
に
も
感
染
を
広

げ
て
い
ま
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
な
く
て
も

歌
っ
た
り
、
し
ゃ
べ
る
だ
け
で
飛
沫
が
飛
ぶ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
普
段
の
会
話
で
も
飛

沫
は
飛
ん
で
お
り
、
大
声
で
歌
っ
た
り
、
大
声

で
話
し
た
り
す
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
飛
沫
の
量

が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
を
つ
け
る
こ
と
で
、
会
話
で
発
生
す

る
飛
沫
の
拡
散
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鼻
と
口
を
覆
い
正
し
く
マ
ス
ク
を
つ
け
て
感
染

防
止
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
最
近
の
感
染
の

傾
向
と
し
て
家
庭
内
感
染
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
家
庭
内
で
は
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
な

い
生
活
が
ほ
と
ん
ど
の
た
め
、
家
庭
内
へ
ウ
イ

ル
ス
の
持
ち
込
み
が
あ
る
と
濃
厚
接
触
者
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
事
以
外
は
、
で
き
る

限
り
家
庭
内
で
も
マ
ス
ク
を
つ
け
た
生
活
を
行

い
ま
し
ょ
う
。（
濃
厚
接
触
者
と
は･･･

陽
性

者
と
マ
ス
ク
を
せ
ず
、
１
ｍ
以
内
で
15
分
以
上

の
会
話
が
あ
っ
た
人
）

　

接
触
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
手
指
の
消

毒
、手
で
触
っ
た
持
ち
物
や
共
有
す
る
も
の（
ド

ア
ノ
ブ
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
話
等
）
の
こ
ま
め
な

消
毒
も
大
切
で
す
。
家
庭
内
や
職
場
で
の
対
策

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
今
一
度
、
身
の
回
り
を

確
認
し
自
分
の
感
染
対
策
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
一
人
一
人
の
行
動
が
感
染
拡
大
を
防

ぎ
ま
す
。

　

自
粛
期
間
で
は
、
不
要
不
急
の
外
出
は
控

え
る
こ
と
に
な
る
た
め
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
健
康
維
持
の
た
め
の
運
動
、
散
歩
な

ど
は
可
能
で
す
の
で
、
人
と
の
距
離
を
保
ち
な

が
ら
感
染
し
な
い
体
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
感
染
に
対
す
る
不
安
等
か
ら

こ
こ
ろ
が
不
安
定
に
な
り
う
つ
傾
向
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

かかりつけ医等の地域で身近な医療機関に電話で相談してください

相談した医療機関で診療・検査ができない場合

当該医療機関を受診
（「診療・検査医療機関」等）

②に記載の連絡先に電話相談し、診療・検査が可能な医療機
関の案内を受けた後、当該医療機関に電話相談したうえで受診

◆受診前に必ず電話相談をし、来院時間を決定してください。◆できる限り公共交通機関以外で受診する
ようにしてください。◆来院時間を守り、マスクを着用して受診してください。

発熱等の症状がある場合の相談・受診方法

最寄りの受診・相談センターにお問い合わせください。発熱患者等の診療・検査が可能な医療機関を
ご案内しますので、案内された医療機関に電話相談したうえで受診してください。

受診・相談センター 平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分 夜間・休日
南筑後保健福祉環境事務所 ☎ 0944・68・5224 ☎ 092・643・3288

相談した医療機関で診療・検査が可能な場合

相談する医療機関に迷った場合等は２

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
感
染
予
防
を
行
う
こ
と
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な

い
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
は
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

マ
ス
ク
の
着
用
は
や
は
り
大
切
！

共
有
す
る
も
の
の
こ
ま
め
な
消
毒
！

日
頃
の
健
康
維
持
と
何
か
あ
っ
た
ら
相
談
を
！

感
染
の
原
因
は
、
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染

感
染
予
防
対
策
を

し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
！！

まずは１

発熱等の症状とは、発熱・
せき・のどの痛み・息苦
しさ・強いだるさなど

八女市新型コロナウイルス感染症対策本部（健康推進課内）☎ 23・1201
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筑
後
地
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

で
は
令
和
３
年
３
月
15
日
、「
Ｎ
Ｅ

Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の

運
用
を
開
始
し
ま
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１

９
は
、
聴
覚
や
発
話
機
能
等
の
障

が
い
が
あ
り
、
音
声
で
の
１
１
９
番

通
報
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
使
っ
て
簡
単
に

１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
「
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１

１
９
は
、
事
前
登
録
制
に
な
り
ま

す
。
対
象
者
お
よ
び
申
請
方
法
を

確
認
し
、
家
族
や
友
人
に
必
要
と

す
る
人
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１

１
９
の
利
用
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

⃝

対
象
者
＝
聴
覚
や
発
話
機
能
等

の
障
が
い
が
あ
り
、
音
声
で
の
１
１

９
番
通
報
が
困
難
な
人
で
、
八
女

市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
（
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

⃝

申
請
方
法
＝
申
請
書
は
お
近
く

の
消
防
本
部
や
消
防
署
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
八
女
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
筑
後
地
域
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
現
在
運
用
中
の
八
女
市
を
は
じ

め
筑
後
地
域
の
み
で
利
用
で
き
る

「
Ｗ
ｅ
ｂ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
」
は
、
令
和
３
年
３
月
31
日
に

利
用
停
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
Ｎ

Ｅ
Ｔ
１
１
９
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
消
防
本
部

警
防
課
警
防
企
画
係
（
八
女
市
本

村
２
２
番
地
１
）

Qtsuushin@
yam

e119.jp

o
２
４
・
３
１
１
９

☎
２
４
・
５
４
９
９

インターネットで１１９インターネットで１１９

昨年の火災発生は28件、救急出動は3453件昨年の火災発生は28件、救急出動は3453件

ＮＥＴ１１９緊急通報
システムを開始します。

音声での通報が困難な人対象

安心ポ
イント

　

昨
年
、
八
女
消
防
本
部
管
内
で
発
生

し
た
火
災
件
数
は
28
件
で
、
昭
和
45
年

に
組
合
消
防
と
し
て
発
足
し
現
在
の
管

轄
区
域
と
な
っ
て
以
降
、
最
も
少
な
い
件

数
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
建
物
火
災
は

初
の
一
桁
台
の
９
件
と
な
り
、
こ
れ
も
ひ

と
え
に
住
民
の
皆
さ
ま
の
防
火
・
防
災

に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
と
、
災
害
に

対
す
る
備
え
や
対
策
の
賜
物
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、出
火
原
因
別
に
み
る
と
、「
た

き
火
」
等
の
人
的
要
因
に
起
因
し
て
発

生
し
て
い
る
火
災
が
半
数
以
上
と
な
っ
て

お
り
、
油
断
で
き
な
い
状
況
で
す
。
今

後
も
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
発
生
し
や

す
い
時
期
が
続
き
ま
す
の
で
、
火
の
取
り

扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
の
救
急
出
動
件
数
は
３
４
５
３

件
で
し
た
。
前
年
比
で
３
９
８
件
減
少

し
た
も
の
の
、
今
後
も
高
齢
化
の
進
展

を
背
景
に
、
救
急
件
数
は
引
き
続
き
高

水
準
で
推
移
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨年１年間の昨年１年間の災害概況    災害概況    八女消防本部

救急 火災

①ふりがな入りの大きなボタン、簡単な操作で通報できる！　　　　　　　　　
②ＧＰＳであなたの現在地を確認、全国どこでも利用できる！
③もしもの場合に備え、実際と同じ操作方法でいつでも練習できる！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
不
安
を
抱
え
て
い

る
妊
産
婦
が
、
安
心
し
て
出
産
と

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

た
め
、「
八
女
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
妊
産
婦
応
援
金
」

（
妊
産
婦
応
援
金
）を
給
付
し
ま
す
。

⃝

支
給
対
象
者
＝
①
②
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
人
で
す
。

①
令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
母

子
健
康
手
帳
を
保
有
し
て
い
る
妊

婦
の
人
（
当
該
期
間
中
に
す
で
に

出
産
し
た
人
も
含
み
ま
す
）。

②
妊
産
婦
応
援
金
の
申
請
日
に
お

い
て
八
女
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
人
。
た
だ
し
、

申
請
日
に
お
い
て
す
で
に
出
産
し

た
人
は
、
出
産
時
に
お
い
て
も
八

女
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
人
。

※
流
産
ま
た
は
死
産
の
場
合
は
、

「
出
産
」を「
流
産
」ま
た
は「
死
産
」

に
読
み
替
え
ま
す
。

※
２
回
以
上
の
妊
娠
等
で
あ
っ
て

も
申
請
は
１
回
限
り
で
す
。

⃝

妊
産
婦
応
援
金
＝
妊
産
婦
一
人

に
つ
き
５
万
円

★
妊
産
婦
応
援
金
を
受
給
す
る
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。

⃝

申
請
期
限
＝
令
和
３
年
３
月
31

日
㈬

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
未
来
係
（
☎
２
４
・
８
８

１
４
／
☎
２
４
・
８
２
８
２
）

八
女
市
独
自
支
援

申
請
は
お
済
み
で
す
か

申
請
期
限
は

３
月
31
日
！ 妊
産
婦
応
援
金

妊
産
婦
応
援
金

高血圧予防 糖尿病予防

対　象
八女市在住の 20 歳～ 74 歳の人で、Ⅰ度高血圧症

（収縮期血圧 140 ～ 159mmHg、拡張期血圧 90 ～
99 ｍｍ Hg）で、血圧の治療をしていない人

八女市在住の 20 歳～ 74 歳の人で
HbA1c（過去１～２か月の平均的な血糖値）
が 6.5 ～ 6.9 の人

日　時 ２月 22 日㈪ 10 時～ 12 時
（受付・健康チェック９時 30 分～９時 50 分）

2 月 26 日㈮ 10 時～ 12 時
（受付・健康チェック９時 30 分～９時 50 分）

会　場 黒木支所　大会議室 おりなす八女交流棟　交流室Ａ
定　員 ２５人（先着） １５人（先着）

持ってくる物 特定健診結果、筆記用具、八女市健康ポイントカード（お持ちの人のみ）

内　容

○血圧測定など健康チェック、市保健師、管理栄
養士による高血圧予防と食事についての話
○当日は味噌汁の塩分チェックを行いますので、家
で作った味噌汁を 30cc 程度容器に入れてお持ち
ください。

○血圧測定など健康チェック、市保健師、
管理栄養士による糖尿病予防と食事につい
ての話
○当日は、普段ご自身が食べている食事量
のチェックなども行います。

申込期間 2 月1日㈪～ 2 月10 日㈬ 2 月1日㈪～ 2 月12 日㈮

生活習慣病予防教室
申込・問い合わせ＝
健康推進課（☎ 23・1352)

参加費無料！  八女市健康ポイント対象事業
参加者

募集
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下
表
の
と
お
り
令
和
２
年
分
確

定
申
告
（
市
民
税
・
県
民
税
申
告
）

の
受
付
を
行
い
ま
す
。
お
住
ま
い

の
地
区
の
指
定
日
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
指
定
日
に
都
合
が
悪
い

人
は
、
指
定
日
以
外
で
も
各
会
場

の
申
告
日
程
の
中
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
の

八
女
市
全
地
区
の
申
告
は
、
立
花

支
所
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
に

つ
い
て
は
、
広
報
八
女
１
月
１
日

号
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
消
費
税
の
申
告
お
よ
び
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
、
土
地
や

株
式
等
の
譲
渡
が
あ
る
人
は
八
女

税
務
署
の
申
告
会
場
（
八
女
伝
統

工
芸
館
）
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◎確定申告会場への入場には「入場整理券」
が必要です
　申告会場での混雑緩和のため次のいずれ
かの方法により整理券をお求めください。
①申告会場での当日配布
② LINE アプリによる事前
発行（国税庁 LINE 公式ア
カウントを友だちに追加）
◎税務署申告会場
◦申告会場＝八女伝統工芸館（八女市本町
2-123-2）
◦設置期間＝1月25 日㈪～ 3 月 31日㈬、9
時～ 16 時受付※土・日・祝日を除く
◦申告期限＝

【個人事業者の所得税・贈与税】3 月15日
【消費税および地方消費税】3 月31日
※上記期間中は八女税務署内での申告相談は
行っていません。
◦問い合わせ＝八女税務署代表（☎ 23・5191)

▼上陽支所　
日  程 対象地区（午前） 対象地区（午後） 会  場 時間

2/5㈮ 上横山第１・第2 下横山第1・第2 上陽支所
１階

小会議室

9時～
16時2/8㈪ 北川内第１・久木原 北川内第2

2/9㈫ 北川内第3 北川内第4・第5

▼黒木支所　
日程 対象地区（午前） 対象地区（午後） 会場 時間

2/10㈬
笠原中央・釈形・
南笠原・下鹿子尾・
上鹿子尾・椿原

上北本分・下本分・
本分中央

黒
木
支
所
大
会
議
室

9
時
～
16
時

2/12㈮ 南木屋・原・山中・
北木屋・東木屋

荒谷・岳弓掛・四条野・
神露淵・花渡

2/15㈪
下名・中名・上名・
鹿子生・下田代・
中田代・上田代

南本分・中原・犬山・
田本・湯辺田

2/16㈫ 西桑原・馬場
大淵・吹原・無田・
剣持・東・北大淵・
大淵中央・月足

2/17㈬
東上町・西上町・
中町・下町・栄町・
東今・西今

谷蓮輪・東桑原

▼矢部支所　
日　程 対象地区 会　場 時　間
2/1㈪  矢部1区・2区・5区 矢部

公民館
9時～
16時2/2㈫  矢部3区・4区・6区

令
和
２
年
分
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す

得税所
県民税市

八女税務署からのお知らせ

確定申告（市民税・県民税申告）日程表　／　問い合わせ＝税務課市民税係（☎ 23・1113）

▼立花支所　(立花地区、八女市全地区）
日　　程 対象地区 会場 時間

2/18㈭ 光友地区

立花市民
センター
イベント
ホール

9時～
16時

2/19㈮ 辺春地区

2/22㈪ 北山地区

2/24㈬ 白木地区

2/25㈭～
3/15㈪ 

（土･日･祝日を除く）

八女市
全地区

▼星野支所　
日　程 対象地区 会場 時間

2/3㈬  星野地区・上郷地区 星野支所
大集会室

9時～
16時2/4㈭  小野地区・椋谷地区

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、来場の際は次の点にご理解ご協力いただき
ますようお願いします。
■マスク着用のお願い　■アルコール消毒液利用のお願い
■検温の実施（37.5 度以上の発熱が認められる場合は入場をお断りすることがあります）
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令
和
２
年
中
の
所
得
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
と
し
て
控
除
す
る
た
め
に
は
、

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
』
の
添
付

が
必
要
で
す
。

　

令
和
２
年
中
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
控

除
証
明
書
が
昨
年
11
月
ま
た
は

今
年
２
月
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告

の
際
に
は
こ
の
控
除
証
明
書
や

領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

紛
失
に
よ
り
再
発
行
が
必
要

な
際
に
は
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
た
は
ね
ん
き
ん
加
入
者

ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
再
発
行
の
手
続
き
の

際
に
は
、
年
金
手
帳
な
ど
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
お

手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◦
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝
令

和
２
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
２

年
12
月
31
日
ま
で
に
、
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人◦
昨
年
11
月
に
送
付
さ
れ
た
人

＝
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
２
年
９
月
30
日
ま
で
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

※
令
和
２
年
10
月
か
ら
12
月
分

の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

つ
い
て
は
納
付
が
見
込
ま
れ
る

額
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
年
金

事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・

６
１
９
２
）

◦
受
付
時
間
＝
月
～
金
曜
日 

８

時
30
分
～
17
時
15
分

◦
時
間
延
長
＝
週
初
の
開
所
日 

17
時
15
分
～
19
時

《
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
》

▽
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０

４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合
は
（
東
京
）

０
３・６
６
３
０・２
５
２
５
（
一

般
電
話
）

◦
受
付
時
間
＝
▽
月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
19
時

▽
第
２
土
曜
日 

９
時
30
分
～

16
時　

※
祝
日
（
第
２
土
曜
を

除
く
）
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

「
国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
」が
必
要
で
す

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
全
国
的
に
古
布
の
輸
出

が
滞
っ
て
お
り
、
業
者
取
引
が
困
難
な
状
況
に
あ
る

た
め
、古
布
の
受
け
入
れ
を
変
更
す
る
と
の
通
知
が
、

八
女
市
を
含
む
３
市
２
町
の
資
源
ご
み
を
処
理
し
て

い
る
八
女
西
部
広
域
事
務
組
合
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
、
左
表
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
。
資
源
ご
み
に
な
ら
な
い
古
布
は

燃
や
す
ご
み
と
し
て
排
出
可
能
で
す
が
、
子
ど
も
会

な
ど
の
資
源
回
収
を
利
用
す
る
、
洋
服
に
つ
い
て
は

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
す
る
な
ど
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

これまで 令和３年４月～
町内で行う資源ごみ出し日に排
出する。※町内によっては収集し
ていなかったところもあります。

町内での回収を中止。

八女西部リサイクルプラザもしく
は八女市環境センターへ持ち込
む。

T シャツ、ポロシャツ、Y シャツ、
シーツ、タオル、バスタオルの
うち、綿 70％以上のものに限
り、資源ごみとして持ち込み可。

【注意点】子ども会、学校等が実施している資源回収を制限するもので
はありません。資源回収での古布の取り扱いについては、各事業者に
お尋ねください。※詳細は八女市のホームページをご確認ください。
◦問い合わせ＝環境課（☎２３・１４６２）

　

近
年
、
家
庭
用
ボ
イ
ラ
ー
や
農
業

施
設
等
の
燃
料
タ
ン
ク
、
燃
料
導
管

の
劣
化
に
よ
る
亀
裂
か
ら
油
が
漏
れ

る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
油
の

流
出
は
土
壌
、
地
下
水
、
河
川
等
を

汚
染
し
、
地
下
水
を
利
用
す
る
人
へ

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、

農
水
産
物
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
油
漏
れ
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
油
の
拡
散
を
防
ぐ

た
め
、
河
川
へ
の
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
や

吸
着
マ
ッ
ト
の
設
置
並
び
に
汚
染
さ
れ

た
土
壌
の
回
収
な
ど
産
業
廃
棄
物
処

理
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
処
理
費
用
は
、
す
べ
て
原
因
者
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
莫
大
な
費

用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
油

漏
れ
事
故
の
原
因
は
、
人
為
的
な
不

注
意
や
施
設
の
劣
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
未
然
の

事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
日
常
の
点

検
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合
や

気
付
い
た
場
合
に
は
次
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
環
境
課
（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

▽
八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４
・
０
１

１
９
）
▽
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
（
☎
２
３
・
６
９
６
４
）

油
漏
れ
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す

（
日
常
点
検
の
お
願
い
）

八女西部広域事務組合における古布の取り扱いが変更令和3年
４月から

確
定
申
告

時
に
は
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ま
つ
り
期
間
中
は
、
白
壁
の
町
並
み
周
辺

や
中
心
商
店
街
な
ど
約
１
０
０
か
所
に
雛

人
形
が
飾
ら
れ
、
市
内
は
雛
の
里
一
色
に
染

ま
り
ま
す
。
雛
人
形
を
飾
っ
て
い
る
会
場
の

目
印
に
、
提
灯
が
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
通
り
か
ら
の
み
、
ご
観
覧
い
た
だ
く
会

場
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
２
月
14
日
㈰
～
３
月
14
日
㈰
10

時
～
17
時

◦
会
場
＝
福
島
地
区
一
帯

◦
問
い
合
わ
せ
＝

▽
茶
の
く
に
観
光
案
内
所
（
☎
２
２
・
６
６

４
４
）

▽
八
女
伝
統
工
芸
館(

☎
２
２
・
３
１
３
１
）

※
期
間
中
は
休
ま
ず
開
館
し
て
い
ま
す
。
お

ひ
な
さ
ま
巡
り
マ
ッ
プ
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

　

福
島
八
幡
宮
で
神
前
結
婚
式
を
執
り
行

い
ま
す
。
挙
式
後
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
で

祝
福
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
27
日
㈯
、
※
28
日
㈰
、
３
月

６
日
㈯
、
７
日
㈰
、
14
日
㈰

※
２
月
28
日
㈰
は
十
二
単
衣
と
束
帯
姿
で
の

結
婚
式
で
す
。

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮 

10
時
～

　

役
目
を
終
え
た
お
雛
さ
ま
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
供
養
し
ま
す
。
供
養
を
希
望

す
る
人
は
電
話
で
申
し
込
み
の
上
、
当
日
会

場
へ
人
形
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
２
月
21
日
㈰
14
時
～
（
要
事
前

申
込
）

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮

◦
供
養
料
＝
▽
雛
人
形
を
持
ち
帰
る
場
合

千
円
▽
置
い
て
い
く
場
合
２
千
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
観
光
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

※
雛
人
形
以
外
の
人
形
は
供
養
で
き
ま
せ

ん
。

　

期
間
中
の
日
曜
日
に
、
お
雛
さ
ま
め
ぐ
り

の
無
料
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

◦
運
行
日
＝

【
２
月
】
14
日
㈰
、
21
日
㈰
、
28
日
㈰

【
３
月
】
７
日
㈰
、
14
日
㈰

◦
発
車
時
刻
＝
①
11
時
～
②
13
時
～

※
１
日
２
回
（
各
回
先
着
10
人
）

◦
順
路
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
～
八
女
人
形

会
館
の
往
復

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

■横町町家交流館
（☎ 23・4311）

「八女のおひな
さまたち展」
2 月 4 日㈭～
3 月 30 日㈫

■おりなす八女（☎ 22・5332）

「園児の雛かざり」
まつり期間中

（毎週月曜日休館）

■八女人形会館（☎ 24・5550）

雛人形、羽子板、五月人形、
五月人形制作実演
期間中の土・日・祝／歌舞伎十
八番押絵展示　期間中 10 時～
／徳川家と江戸時代の雛人形展
　常設展示 10 時～

2/14㈰
～

3/14㈰

雛
の
里
・
八

雛
の
里
・
八
女女

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
りり

箱
雛
発
祥
の
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
雛
人
形
を
作
り
続
け
て
い
る
八
女
。
雛
人
形
の
ふ
る

さ
と
が
お
く
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
24
回
目
を
迎
え
ま
す
。

早
春
の
八
女
を
代
表
す
る
ま
つ
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主
催
／
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会

✿✿
見
学
は
桃
色
提
灯
が
目
印

見
学
は
桃
色
提
灯
が
目
印

✿✿
無
料
バ
ス
ツ
ア
ー

無
料
バ
ス
ツ
ア
ー

✿✿
お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭

お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭

✿✿
福
島
八
幡
宮
で
の
結
婚
式

福
島
八
幡
宮
で
の
結
婚
式

その他協賛イベント
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令和3 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便

【立花小学校へ】
株式会社ガステック 松延邦明、宮腰義規＝ガ
ステック気体採取器セット、１セット気体検知
管（酸素１箱、二酸化炭素１箱）

【学校教育課へ】
大坪修＝金一封

【福島小学校へ】
牛島幹＝給食用配膳台 4 台、生物顕微鏡 6 台、
電子式ミシン 5 台、デジタルカメラ 8 台

寄附のお礼　※敬称略

環 境 課 の ゲ ン バ か ら  ②

★私たちの生活に最も身近な環境問題につ

いて、環境課のゲンバの声をお届けします。

問い合わせ＝環境課（☎23・1462）　

　環境課では、ホームページ、全戸に配布するご
み出し日程表、スマホ用アプリ「さんあ～る」等
にて、ごみに関する情報を提供しています。しか
し、それらの情報には「燃やす」ごみの記載はあっ
ても、「燃える」ごみとは書いていません。その理
由は、「燃える」ごみだと、資源になるものまで燃
やしてしまいかねないからです。例えば、新聞紙
は「燃える」ものです。しかし適正に分別すれば、
資源ごみになります。「燃やす」ごみ袋の中に、「燃
える」けれども、資源になるものが紛れてしまって
いないか、ぜひ気を付けてみてください。

「燃える」じゃなくて
「燃やす」ごみ

　ごみ分別アプリ「さんあ～る」では、次の機能が利
用できます。
▽ごみの収集日の確認 ▽ごみの分別方法の検索
▽市からのごみに関するお知らせの受け取り等
※アプリは全ての機能を無料で使うことができます。

（通信料は利用者負担）
◦ダウンロード方法＝スマートフォンを使用し、各ア
プリストアからダウンロードしてください。（パソコン
では利用できません）
◦問い合わせ＝環境課（☎２３・１４６２）

iPhone を
利用の人 Android を

利用の人

使
っ
て
ま
す
か
？

ご
み
分
別
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
～
る
」

　
こ
れ
で

 
ご
み
出
し

忘
れ
ま
せ
ん
！

　第 32 回夢たちばな観梅会は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、谷川梅林での開催を中
止します。今年度は、谷川梅林の様子や「竹あか
り幻想の世界」をビデオに収め、立花町観光協会
ホームページ上に掲載しますので、そちらをお楽
しみください。谷川梅林は私有地ですので、梅の
観賞を目的とした来場はご遠慮ください。
◦問い合わせ＝立花支所まちづくり推進係（☎ 23・
5142）／立花町観光協会事務局（☎ 37・1055）

夢たちばな観梅会中止のお知らせ
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消費生活
そうだん

　

メ
ー
ル
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
で
の
や
り
取

り
が
増
え
る
中
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
の

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
メ
ー
ル
で
「
荷
物

を
お
届
け
し
ま
し
た
が
不
在
で
し
た
」
と

連
絡
が
き
た
。
添
付
さ
れ
て
い
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
タ
ッ
プ
し
た
ら
「
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
だ

さ
い
」
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
求
め
て
き
た
の

で
、
入
力
し
た
。
そ
の
時
は
何
も
起
き
な

か
っ
た
が
、
後
日
知
ら
な
い
番
号
か
ら
電

話
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
『
宅
配
業
者
で

す
か
？
』
と
言
わ
れ
た
。

【
解
説
】

　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
と
は
、
釣
り
（
＝

Fishing

）
の
要
領
で
エ
サ
を
ば
ら
ま
き
、

食
い
つ
い
て
き
た
人
を
だ
ま
す
詐
欺
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
興
味
や

注
意
を
引
く
内
容
を
知
ら
せ
、
個
人
情

報
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
決
済
手
段

の
情
報
を
引
き
出
し
て
、
勝
手
に
買
い
物

を
さ
れ
る
と
い
っ
た
被
害
が
起
き
て
い
ま

す
。
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◦
宅
配
業
者
を
装
っ
て
メ
ー
ル
を
開
か
せ

る
。

◦
携
帯
電
話
会
社
を
装
っ
て
料
金
の
確
認

を
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
る
。

◦
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
似
せ
た
偽
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
誘
導
し
、
ロ
グ
イ
ン
さ

せ
お
金
を
引
き
出
す
。

◦
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
強
化
で
き
る
と
い
う
、
不
正

な
ア
プ
リ
を
使
っ
て
ア
カ
ウ
ン
ト
を
乗
っ

取
る
。

◦
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
「
公
式
」
や
「
運
営
」

を
名
乗
っ
て
ロ
グ
イ
ン
さ
せ
ア
カ
ウ
ン
ト

を
乗
っ
取
る
。

　
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

と
、
不
正
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
以
下
の
よ
う
な
被
害

が
あ
り
ま
す
。

◦
自
分
の
名
義
を
使
っ
て
買
い
物
を
さ
れ

る
。

◦
電
話
番
号
を
悪
用
さ
れ
、
電
話
発
信

さ
れ
る
。

◦
写
真
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
流
出
す
る
。

【
対
策
】

〇
内
容
が
は
っ
き
り
し
な
い
メ
ー
ル
は
安

易
に
開
か
な
い
。

〇
開
い
て
し
ま
っ
て
も
、
Ⅰ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
し
な
い
。

〇
「
公
式
」
や
「
運
営
」
な
ど
利
用
し
て

い
る
会
社
か
ら
の
連
絡
な
の
か
確
か
め
る
。

　

も
し
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
の
初
期
化
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
解
約
、
電
話
番
号
の
変
更
な

ど
、
面
倒
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時
30
分

～
16
時
30
分（
☎
２
３・１
１
８
３
）

73

そ
の
メ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

詐
欺
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

訪
ふ
こ
と
も
訪
は
る
る
こ
と
も
な
き
初は

る春
の
臘ろ
う

梅ば
い
は
甕か
め
に
あ
ふ
る
る
ば
か
り       

樋
口    

洋
子

元
旦
の
参
拝
人
に
ふ
る
ま
へ
る
ぜ
ん
ざ
い
の
小

豆
む
し
ろ
に
拡
ぐ
　
　    

　
　  

石
川    

照
朗

矢
部
川
の
流
れ
す
が
し
き
紙
漉す

き
の
村
を
護

り
て
竈
門
神
社
は      	

   

　
甲
斐
田
絹
代

年
の
瀬
の
横
な
ぐ
り
の
雪
し
ん
し
ん
と
災
ひ
多

き
年
祓
ふ
べ
し
　    

　             

立
野    

比
文

畑
の
辺
を
分
け
て
摘
み
ゆ
く
七
草
の
い
つ
し
ら

片
手
に
い
っ
ぱ
い
と
な
る 

　
　
　
古
賀    

燿
子

悠
々
と
ア
ン
テ
ナ
の
主
寒か
ん

鴉
が
ら
す中

川
原
篤
子

梵ぼ
ん

鐘し
ょ
うに
一
枝
差
し
伸
ぶ
返
り
花井

上
ト
シ
子

コ
ロ
ナ
禍
の
聖
樹
に
小ち

さ
き
マ
ス
ク
あ
り

牛
島   

景
子

物
音
の
な
き
名
刹
の
淑
気
か
な堤   

多
鶴
子

枯
菊
を
ゆ
す
る
風
あ
り
香
の
仄ほ
の

か
井
上
美
恵
子

八
女
紫
苑
句
会

八
女
堺
屋
短
歌
会

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報R3.2.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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　本館・黒木分館の「土曜日の
おはなし会」「あかちゃんおはなし
会」は、当面の間中止します。2月7
日㈰に予定していた「冬のゾクゾ
クおはなし会」も中止します。

矢部分館は、移転準備のため2月8
日㈪～3月22日㈪まで休館します。

2月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

新刊紹介

緊急事態宣言に伴うお知らせ

図書館は感染予防対策を講じて
開館しています。

矢部分館休館のお知らせ

図書館の休館日
2 月

✿2月の館内整理日は26日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝・休日、館内整理日
2㈫、9㈫、11 ㈷、16㈫、23 ㈷、26㈮

※新型コロナウイルス対策により急遽変更する場合があります。
最新情報は、FM 八女･ホームページ等でお知らせしています。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝・休日、館内整理日
1 ㈪、8 ㈪、11 ㈷、15 ㈪、22 ㈪、23 ㈷、26 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈪、8㈪、15㈪、22㈪、26㈮

オレ、ねたくな
いからねない

カカ・ムラド
—ナカムラのおじさん

オードリー・タン
自由への手紙

文＝デヴ・ペティ
絵＝マイク・ボルト
（マイクロマガジン社）

原作＝ガフワラ（双葉社）

語り＝オードリー・タン
（講談社）

〈児童書〉

〈一般書〉

〈一般書〉

カエル君は初めての冬
を楽しみにしていまし
たが…。
　えっ？冬は寝ないと
いけない？生意気でか
わいいカエルの物語。

2019 年、アフガニス
タンで凶弾に倒れた中
村哲医師。その功績を
後世に伝えるための現
地で刊行された絵本。

次代の世界的カリスマ
として注目を集める台
湾の最年少デジタル大
臣が、日本の若者に向
けて語る自由になるた
めのメッセージ！

ａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します143

法政大学大学院理工学研究科シス
テム理工学専攻学際宇宙ゼミナール
所属。千葉県出身。
「星野村は自然がきれいで穏やかな
日常を過ごすことができます。私を
受け入れ、優しく接してくれる星野
村の皆さんが大好きです」

　

星
野
村
に
住
ま
い
な
が
ら
、地
域
活

性
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
活
動
に
取

り
組
む
戸
澤
さ
ん
。日
々
の
生
活
や
人

と
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
、地
域
の
課
題

や
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

「
大
学
3
年
生
の
時
に
取
り
組
ん
で
い

た
研
究
で
初
め
て
星
野
村
を
訪
れ
ま
し

た
。当
時
は
、人
と
宇
宙
の
つ
な
が
り

を
心
理
的
な
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

『
天
文
文
化
』と
い
う
分
野
の
研
究
を

行
っ
て
お
り
、星
の
文
化
館
な
ど
星
を

観
光
の
軸
と
す
る
星
野
村
に
は
独
自
の

天
文
文
化
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
調
査

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。訪
問
を
重
ね

る
な
か
で
、星
野
村
の
未
来
を
本
気
で

考
え
る
人
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
が
、

現
在
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
地
域
活
性

化
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
は
、地

元
の
人
を
取
材
し
、地
域
の
課
題
を
見

つ
け
て
、い
ろ
ん
な
人
と
協
力
し
て
そ

の
課
題
を
解
決
す
る
と
い
っ
た
、こ
の
一

連
の
流
れ
が
丸
ご
と
私
の
研
究
内
容
で

す
。将
来
的
に
は
論
文
と
い
う
形
で
発

信
す
る
こ
と
で
、星
野
村
が
地
域
活
性

化
の
モ
デ
ル
地
域
に
な
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。

　
最
近
は
、星
野
村
の
活
性
化
に
取
り

組
む
団
体『
星
野
未
来
塾
』の
副
塾
頭

を
任
せ
て
も
ら
い
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
年
1

月
に
は
、空
き
家
の
課
題
を
解
消
す
る

た
め
に
、人
を
集
め
て
楽
し
み
な
が
ら

空
き
家
を
片
付
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
研
究
期
間
は
来
年
３
月
ま
で
で
す

が
、そ
の
後
も
大
好
き
な
星
野
村
に
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。そ

の
た
め
に
、星
野
村
で
の
経
験
や
研
究

成
果
が
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
な
が
る

よ
う
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

星
野
村
を
舞
台
に
研
究
活
動
に
挑
む

Y
法
政
大
学
大
学
院 

修
士
課
程
1
年　

戸と

澤ざ
わ 

理
紗 

さ
ん

　2 月28日㈰おりなす八女でトークセッショ
ン予定の“平野啓一郎”作品も多数あります！

「マチネの終わりに」「ご本、出しときますね？」
「私にとっての憲法」「ある男」「考える葦」
「ほんのよもやま話」ほか
◦関連 CD「マチネの終わりに」
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ハ
ン
セ
ン
病
は
、「
ら
い
菌
」
に
よ
る

感
染
症
で
す
。
感
染
力
は
極
め
て
弱

く
、
発
病
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。
現

在
は
治
療
法
も
確
立
し
、
早
期
発
見

と
早
期
治
療
に
よ
り
、
後
遺
症
を
残

す
こ
と
な
く
治
る
病
気
で
す
。し
か
し
、

か
つ
て
我
が
国
は
、「
ら
い
予
防
法(

昭

和
28
年
施
行)

」
の
下
、
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
を
強
制
的
に
隔
離
し
た
り
、
家

を
消
毒
し
た
り
す
る
等
の
政
策
を
進

め
た
た
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
怖
い
病
気

だ
と
い
う
誤
っ
た
考
え
を
広
め
、
患
者

や
そ
の
家
族
は
、
い
わ
れ
の
な
い
偏
見

や
差
別
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
政
策
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す

る
特
効
薬
が
開
発
さ
れ
、
国
際
的
に

も
隔
離
の
必
要
性
が
否
定
さ
れ
た
後

に
も
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
、「
ら
い

予
防
法
」
は
よ
う
や
く
廃
止
さ
れ
、
ハ

ン
セ
ン
病
回
復
者
を
巡
る
状
況
は
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
や
そ
の
家
族
に
対
す

る
偏
見
や
差
別
意
識
は
、
社
会
に
今

な
お
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
感
染
症

に
対
す
る
不
安
や
恐
れ
が
、
特
定
の

人
へ
の
偏
見
、
差
別
に
つ
な
が
る
状
況

は
、ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
似
て
い
ま
す
。

過
去
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
ま
ず
は
「
不
確
か
な
情
報
に
惑

わ
さ
れ
な
い
、
広
め
な
い
」
こ
と
が
大

切
で
す
。
正
し
い
情
報
を
基
に
、
冷

静
な
判
断
と
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
に
関
わ
る
人
や
そ
の

家
族
、
医
療
従
事
者
等
、
誰
に
対
し

て
も
、
避
け
よ
う
と
し
た
り
、
不
当

な
扱
い
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
人
権

侵
害
で
あ
る
ほ
か
、
さ
ら
な
る
感
染

拡
大
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
（
※
図
）。

　
私
た
ち
の
誰
も
が
感
染
の
リ
ス
ク

を
背
負
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
感
染
症

の
収
束
を
願
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
ま
一
度
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
見
つ
め
直
し
、
支
え
合
っ
て

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　人権啓発パネル展では、特別展示のほか、市立学校の児童・生徒が描いた人権ポスター・人権のまちづくりに
取り組む団体の活動紹介・人権メッセージ（標語）入選作品を展示しました。

　
昨
年
12
月
4
日
か
ら
10
日
の
人
権
週
間
に
ち
な
み
、
お
り
な
す
八
女
に
お
い
て
、
人
権
啓
発
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る
人
権

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
感
染
症
と
人
権
～
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
歴
史
か
ら
学

ぶ
～
」と
題
し
た
特
別
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
今
号
で
は
、そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

感
染
症
と
人
権

～
ハン
セ
ン
病
問
題
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
～

感
染
症
に
よ
る
偏
見
や
差
別

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は

なぜ なぜ 人権－ かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －
■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）

人権啓発パネル展を開催 ご来場ありがとうございました

（※図）新型コロナウイルスが及ぼす悪影響
感染への不安から、不確かな情報に惑わされ、広めてしまう。

不安な気持ちから逃れようと、特定の人たちに対して、差別
的な行動をとってしまう。

偏見や差別をされたくないために、感染を疑われる症状があっ
ても受診をためらい、さらなる感染の拡大を招いてしまう。

（参考：日本赤十字社）
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▼　求人についての問い合わせ（求人一覧）　
区分 施設名 所在地 募集職種 連絡先

私
立
保
育
所

三河保育園 酒井田 730 番地 保育士 22・5026

八幡保育園 平 228 番地 保育士 22・4826

八女中央保育園 本村 425 番地 140 保育士 24・5254

上妻保育園 津江 499 番地１ 保育士　子育て支援員　 22・4426

川崎保育園 山内 508 番地 保育士　子育て支援員 22・3213

忠見保育園 忠見 641 番地８ 保育士 22・3060

岡山保育園 室岡 1261 番地２ 保育士 22・4726

あゆみ保育園 黒木町本分 1318 番地１ 保育士　子育て支援員 42・3550

本分保育園 黒木町本分 755 番地１ 調理員 42・0221

木屋保育所 黒木町木屋 2808 番地 保育士　子育て支援員 42・1880

星野保育所星光園 星野村 12047 番地２ 保育士　看護師　子育て支援員 52・2046

認
定
こ
ど
も
園

さいしょうじ幼稚園 本町 519 番地５ 保育士　幼稚園教諭 24・3412

白百合幼稚園 祈祷院 407 番地 保育士　幼稚園教諭 22・3312

つくし幼稚園 上陽町北川内 812 番地 保育士 54・2050

ふじなみ幼稚園 黒木町桑原 987 番地１ 保育士　幼稚園教諭 42・3155

小
規
模

保
育
所

洋光はうす保育園 今福 897 番地１ 保育士 24・8886

どんぐりの森保育園 本町２番地 475 保育士　子育て支援員 22・3869

学
童
保
育
所

福島・長峰・上妻・三河・八幡・忠
見・川崎・岡山小学校区学童保育所、
上陽北汭学園区学童保育所 各学校敷地内

学童保育所支援員 24・5311

筑南小学校区学童保育所 学童保育所支援員 31・8008

あゆみ学童保育所 あゆみ保育園内 学童保育所支援員 42・3550

保育所等・認定こども園、学童保育所で

働く人を募集しています
現在、下記の施設では各職種の求人があります。ぜひ子ども
たちのためにお気軽にお問い合わせのうえご応募ください。

★八女市近郊のご親戚やお知り合いの人にもぜひご紹介ください。
★必要に応じて、福岡県が行っている潜在保育士の就職支援「保育
士就職支援資金貸付制度」( 返還免除要件あり）の申請も可能です。
◦貸付制度についての問い合わせ＝福岡県社会福祉協議会

（☎ 092･584･5325）

急募！
八女市では保育士不足を解消し待機児童ゼロを目指しています
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まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

　八女市田崎廣助美術館で 11 月 21日㈯から12 月
20日㈰まで「わたしの この画家 この作品」展が開か
れました。市民が所蔵している作品を中心に、日本近
代洋画の巨匠・岡田三郎助などの絵画 18 点を紹介し
ました。日頃目にする機会がほとんどない作品の数々
に、来場者は見入っていました。
　今回は、田崎と同年代の八女出身の漫画家・平井
房人（ふさんど）の屏風などの作品も展示。平井は
宝塚少女歌劇団で機関誌「歌劇」や舞台美術に携わ
り、大阪朝日新聞に「家庭報國・思ひつき夫人」を連
載するなど、漫画家や挿絵画家として活躍しました。
現代にも通じる作風の数々に、「このような人が八女
にいたのですね」と訪れた人は驚きの表情でした。特
別展として「五木寛之『百寺巡礼』を巡る」も同時開
催。「五木さんとともに寺を訪れているような感覚にひ
たりました」と五木ファンの女性は喜んでいました。

八女市との縁・福澤諭吉
全国弁論大会優勝を報告

　

九
州
文
化
学
園
高
等
学
校
（
長

崎
県
佐
世
保
市
）
２
年
生
の
井
本

志
帆
さ
ん
が
12
月
21
日
㈪
に
教
育

長
を
訪
問
し
、
福
澤
諭
吉
記
念
第

59
回
全
国
高
校
弁
論
大
会
（
中
津

市
主
催
・
慶
応
義
塾
共
催
）
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

井
本
さ
ん
は
平
和
教
育
を
学
ぶ

中
で
、
か
ね
て
か
ら
「
原
爆
を
落

と
さ
れ
た
の
に
ア
メ
リ
カ
を
憎
い

と
思
う
人
が
見
当
た
ら
な
い
の
は

な
ぜ
」
と
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し

た
。
広
報
八
女
７
月
1
日
号
に
掲

載
し
た
『
八
女
で
地
上
戦
？
Ｂ
29

爆
撃
機
墜
落
の
こ
と
』
を
読
み
、

執
筆
し
た
野
中
鐵
也
さ
ん
に
「
戦

時
中
に
あ
っ
た
日
本
人
の
恨
み
は

な
ぜ
消
え
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と

質
問
。
野
中
さ
ん
と
の
手
紙
の
や

り
と
り
や
、
八
女
市
戦
時
資
料
展

の
見
学
、
さ
ら
に
星
野
村
平
和
の

広
場
『
原
爆
の
火
』
な
ど
を
訪
れ
、

戦
争
の
苦
し
み
や
悲
し
み
は
今
も

続
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も

「
平
和
に
向
け
て
行
動
し
、
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
同
大
会

で
訴
え
、
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

　

井
本
さ
ん
は
「
教
科
書
で
は
学

べ
な
い
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
賞

を
取
れ
た
の
は
野
中
さ
ん
や
八
女

市
と
の
ご
縁
の
お
か
げ
」
と
感
謝

を
述
べ
、
弁
論
を
披
露
し
ま
し
た
。

野
中
さ
ん
は
「
熱
心
に
学
ぶ
姿
に

感
動
し
ま
し
た
」
と
讃
え
、
教
育

長
は
「
す
ば
ら
し
い
弁
論
を
あ
り

が
と
う
。
ま
た
ぜ
ひ
八
女
市
を
訪

れ
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

【八女市田崎廣助美術館】八女市立花町原島 108-1
（☎ 24・8304）9:00 ～ 17:00 開館（月曜休館）、入館無料

（上）岡田三郎助の
「婦人像」に見入る
人

（中 ) 今回初公開と
なった平井房人。漫
画や宝塚少女歌劇
団のポスターなど現
代に通じるデザイン
や色彩など多才

（下）五木ファンの
大塚高典さん（立
花町）が訪ねた百
寺の御朱印帳
※４月末まで展示

※コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影の間
のみ了解を得て短時間マスクを外していただいています。

左から野中さん、井本さん、教育長

市民所蔵の名画などを展示八女市田崎
廣助美術館
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立
花
町
飛
形
山
頂
の
飛
形
自
然
公

園
で
12
月
６
日
㈰
「
飛
形
自
然
公
園

愛
樹
祭
」（
八
女
市
主
催
、
八
女
市

商
工
会
後
援
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
６
団
体
と
一
般
参
加
者

あ
わ
せ
て
約
１
８
０
人
が
参
加
し
、

公
園
周
辺
の
愛
護
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
４
班
に
分
か
れ
、
草

刈
り
や
道
路
掃
き
、
ご
み
拾
い
、
肥

料
散
布
な
ど
の
作
業
を
約
１
時
間
に

わ
た
り
行
い
ま
し
た
。
作
業
終
了
後
、

商
工
会
女
性
部
か
ら
準
備
し
て
も

ら
っ
た
手
作
り
パ
ン
、
Ｊ
Ａ
福
岡
八

女
よ
り
提
供
さ
れ
た
お
茶
が
お
土
産

に
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

憩
い
の
飛
形
自
然
公

園
を
美
し
く

　

市
長
等
お
よ
び
議
員
の
令
和
２
年
資
産

等
報
告
書
の
審
査
を
八
女
市
政
治
倫
理
審

査
会
に
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
16
日

付
け
で
審
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
審
査

意
見
書
が
同
審
査
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
要
旨
を
掲
載
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
審
査
意
見
書
は
、
総
務

課
ま
た
は
議
会
事
務
局
に
申
請
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
】

会　

長　

小
原　

清
信

副
会
長　

伊
藤　

修
一

委　

員　

塩
塚　
　

修

委　

員　

樋
口　

好
枝

委　

員　

松
﨑
美
登
里

　

八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
で
は
、
八
女

市
長
か
ら
審
査
を
求
め
ら
れ
た
市
長
等
お

よ
び
議
員
の
「
令
和
２
年
資
産
等
報
告
書
」

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
審
査
の
経
過
お
よ

び
結
果
を
審
査
意
見
書
と
し
て
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

１ 

資
産
等
報
告
書
の
審
査

　

当
審
査
会
は
、
八
女
市
政
治
倫
理
条
例

第
１
条
に
掲
げ
ら
れ
た
目
的
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
条
例
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
市
長
等
４
件
、
市
議
会
議
員
22
件
、

計
26
件
の
資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
審
査
に
際
し
て
は
、
提
出
さ

れ
た
資
産
等
報
告
書
と
証
明
書
類
と
を
照

合
す
る
と
と
も
に
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
過

去
の
報
告
内
容
と
比
較
す
る
方
法
に
よ
り

行
い
ま
し
た
。

《
審
査
の
経
過
》

　

第
１
回
審
査
会
で
は
、
市
長
等
お
よ
び

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
お

よ
び
添
付
書
類
に
つ
い
て
、
審
査
会
の
委
員

が
２
班
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す

る
報
告
書
等
を
審
査
し
、
そ
の
後
、
全
委

員
に
お
い
て
、
報
告
書
等
を
検
討
し
ま
し

た
。
報
告
書
の
記
載
事
項
は
お
お
む
ね
記
載

さ
れ
、
条
例
第
５
条
第
３
項
に
よ
り
提
出
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書
類
は
お
お
む

ね
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
依
頼
、
照
会

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
記
載
漏
れ

や
証
明
書
類
の
不
備
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
審
査
会
で
は
、
第
１
回
審
査
会

で
依
頼
、
照
会
を
お
願
い
し
た
事
項
（
指
摘

事
項
）
へ
の
回
答
に
つ
い
て
審
査
し
、
そ
の

回
答
を
踏
ま
え
て
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。

《
依
頼
・
照
会
事
項
お
よ
び
回
答
状
況
》

　

提
出
義
務
者
か
ら
指
定
期
日
ま
で
に
提

出
さ
れ
た
証
明
書
類
お
よ
び
回
答
内
容
は
、

当
審
査
会
と
し
て
お
お
む
ね
承
認
で
き
る
も

の
で
し
た
。

２ 

審
査
結
果

　

資
産
等
報
告
書
を
審
査
し
た
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
提
出
義
務
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
産
等

報
告
書
は
、
お
お
む
ね
正
確
に
記
載
さ
れ
、

ま
た
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書

類
も
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

⑵
今
年
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
の
内

容
に
加
え
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
過
去
の
報

告
内
容
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
審
査
し
ま

し
た
。

　

こ
の
中
で
、
一
部
の
記
載
誤
り
（
記
入
漏

れ
含
む
）
お
よ
び
証
明
書
添
付
不
備
に
つ
い

て
照
会
し
、
こ
の
照
会
に
対
す
る
訂
正
・
是

正
お
よ
び
疑
問
内
容
に
関
す
る
回
答
を
受
け

ま
し
た
。

３ 

審
査
意
見

　

審
査
の
結
果
、
一
部
に
つ
い
て
報
告
書
の

記
載
誤
り
（
記
入
漏
れ
含
む
）
は
あ
り
ま
し

た
が
、
当
審
査
会
と
し
て
は
、
市
長
等
お
よ

び
議
員
に
つ
い
て
何
ら
問
題
と
す
べ
き
点
は

な
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
提
出
義
務
者
で
あ
る
市
長
等
お
よ
び

議
員
各
位
の
政
治
倫
理
性
の
高
さ
と
自
ら

進
ん
で
高
潔
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

態
度
が
現
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
、

当
審
査
会
は
、
市
長
等
お
よ
び
議
員
各
位

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
た
だ
、
上
記
の
よ
う

に
、
報
告
書
の
記
入
の
誤
り
や
漏
れ
が
一
部

あ
り
ま
し
た
の
で
、
提
出
義
務
者
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
次
年
度
以
降
の
報
告
に
際
し
て

は
、
十
分
に
注
意
し
て
報
告
書
を
作
成
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
の
審
査
意
見
書
要
旨

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
文
書
法
制
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
は
、
加
速
す
る
人
口
減
少

や
東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
た

め
、
各
自
治
体
が
地
域
の
実
情

や
特
徴
を
勘
案
し
、
地
方
創
生

に
向
け
た
目
標
や
施
策
の
基
本
的

方
向
を
ま
と
め
て
策
定
す
る
戦
略

で
す
。

　

八
女
市
で
は
、
平
成
27
年
に

第
1
期
八
女
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

人
口
減
少
対
策
や
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、第
１
期
八
女
市
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

期
間
満
了
に
伴
っ
て
、「
第
2
期

八
女
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
策
定
を
進
め
て

お
り
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
八
女
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
制
度
実
施
要
綱
に
基
づ
き

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

◦
第
２
期
八
女
市
総
合
戦
略（
案
）

の
閲
覧
場
所
＝
本
庁
企
画
政
策

課
、
各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

お
よ
び
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

◦
閲
覧
お
よ
び
意
見
の
募
集
期
間

＝
２
月
３
日
㈬
～
２
月
26
日
㈮

◦
意
見
の
提
出
方
法
＝
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
戦
略
（
案
）
へ

の
意
見
を
明
記
（
様
式
不
問
）し
、

次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
持
参

②
郵
送
（
〒
８
３
４ｰ

８
５
８
５

八
女
市
本
町
６
４
７ 

企
画
政
策

係
あ
て
）

③
フ
ァ
ク
ス(

２
４
・
８
０
８
３)

④
電
子
メ
ー
ル

kikakuseisakukakari@
city.

yam
e.lg.jp

◦
回
答
の
公
表
方
法
＝
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
に
対
す
る
対
応
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
掲
載

し
、
個
別
の
回
答
は
い
た
し
か
ね

ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
・
意
見
の
提
出
＝

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）

　
「
水
質
検
査
計
画
」
と
は
、
水
道
法
に

基
づ
い
た
適
正
な
水
質
検
査
を
確
保
す
る

た
め
に
、
水
質
検
査
の
項
目
や
検
査
回
数

等
を
策
定
す
る
も
の
で
、
公
表
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
八
女
市
お
よ
び
八
女
市
へ

水
道
用
水
を
供
給
し
て
い
る
福
岡
県
南
広

域
水
道
企
業
団
で
は
、
令
和
３
年
度
に
行

う
水
質
検
査
計
画
（
案
）
を
閲
覧
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
今
後
の
水
質
検

査
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
意
見
募
集
期
間
＝
２
月
１
日
㈪
～
２
月

26
日
㈮
※
八
女
市
水
質
検
査
計
画
は
、
３

月
31
日
ま
で
に
八
女
市
上
下
水
道
局
・
黒

木
支
所
上
下
水
道
係
・
星
野
支
所
建
設
産

業
係
・
県
南
広
域
水
道
企
業
団
の
窓
口
お

よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
・
意
見
の
提
出
＝

▽
上
下
水
道
局
上
水
道
工
務
係
（
☎
２
３
・

１
１
０
７
）▽
黒
木
支
所
上
下
水
道
係（
☎

４
２
・
１
１
１
８
）
▽
県
南
広
域
水
道
企

業
団
（
☎
０
９
４
２
・
２
７
・
１
５
６
３
）

第
２
期
八
女
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

意
見
募
集

水道事業水質検
査計画（案）の
策定・意見

　

市
か
ら
、
警
戒
が
必
要
な
気
象
情
報
や
避

難
に
関
す
る
情
報
な
ど
は
、
ま
ず
防
災
ラ
ジ

オ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
必

ず
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
て

使
用
し
、
い
つ
で
も
受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
停
電
に
備
え
て
電
池
も
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
エ
リ
ア
ご
と
に
設
定
し
て

い
ま
す
。防
災
ラ
ジ
オ
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
、

故
障
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
は
、
防
災
安
全

課
（
旧
八
女
市
）、
お
住
ま
い
の
地
域
の
各
支

所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
旧
３
町
２
村
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
梅
雨
時
季
や
台

風
シ
ー
ズ
ン
に
あ
わ
て
な
く
て
す
む
よ
う
に
、

早
め
の
確
認
や
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
貸
出
品
で
す
。
ラ
ジ
オ
の
故

障
や
転
出
等
で
不
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
八
女

市
役
所
へ
返
却
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
防
災
安
全
課
消
防
防
災

係
（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）
▽
黒
木
支
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
１
）

▽
立
花
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
２
３
・

５
１
４
２
）
▽
上
陽
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進

係
（
☎
５
４
・
２
２
１
１
）
▽
矢
部
支
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
５
２
・

３
１
１
２
）

防
災
ラ
ジ
オ
は

設
置
し
て
い
ま
す
か
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事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
２
月
14
日
㈰
８
時

立
花
体
育
館
集
合
※
約
２
時
間

◦
コ
ー
ス
＝
事こ
と

比ひ

羅ら

神
社
、
ト
ン

ネ
ル
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

家
を
建
て
よ
う
・
持
と
う
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
家
づ
く
り
の

勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
２
月
14
日
㈰
13
時
～

16
時

◦
内
容
＝
家
の
間
取
り
は
、
心
と

体
の
住
環
境
に
繋
が
っ
て
い
る
!?

設
計
士
と
一
緒
に
考
え
よ
う
。

◦
定
員
＝
10
組
※
要
予
約

◦
開
催
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
申
込
＝
住
教
育
推
進
機
構
（
☎

０
５
０
・
３
７
０
７
・
３
３
９
３
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
状
況
を
踏
ま
え
、web

開
催

に
移
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
10
日
㈬
受
付
13

時
30
分
、
開
会
14
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
講
演
＝
▽
テ
ー
マ
「
企
業
の
社

会
的
責
任
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
～
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
た
『
い
の
ち
と

幸
せ
』
▽
講
師 

西
尾
紀
臣
さ
ん

（
福
岡
県
講
師
団
講
師
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

八
女
内
八
女
地
区
同
和
対
策
雇

用
促
進
協
議
会
事
務
局 

担
当
秋

山
さ
ん
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
て

６
角
形
の
イ
ス
を
作
り
ま
す
。
土

台
が
で
き
た
後
は
、
そ
の
ま
ま

使
っ
て
も
カ
バ
ー
を
つ
け
て
も
楽

し
め
ま
す
。
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
準

備
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
２
月
13
日
㈯
・
２
月
27

日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
参
加
費
＝
無
料
※
要
申
込
、
各

日
定
員
５
人

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
来
訪
の
際

は
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。
入

場
制
限
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

◦
日
時
＝
２
月
14
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

多
世
代
交
流
事
業「
牛
乳
パ
ッ

ク
で
イ
ス
を
作
ろ
う
！
」

事
業
主 

人
権
・
同
和
問
題
講

演
会

八
女
軽
ト
ラ
市

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

お
知知

ら
せ

も
よ
お
し

も
よ
お
し

住
育
学
校
「
子
ど
も
の
間
取

り
・
高
齢
者
の
間
取
り
」

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

　違う学校の仲間と一緒に感動を味わって
みませんか。早春の八女の自然の中を歩き
ながら、自分の限界に挑戦しましょう。
◦期日＝ 3 月 25 日㈭◦募集対象・定員＝市
内に居住または通学する小学 4 年生～中学
3 年生 50 人（定員を超えた場合は抽選）◦
参加費＝ 500 円（保険料含む、当日徴収）
◦コース＝星野出発～立花支所 19 時 30 分
頃解散予定（約 35㎞）◦申込期間＝ 2 月 8
日㈪～ 2 月18 日㈭◦申し込み＝社会教育課
または、各支所まちづくり推進係
◦問い合わせ＝社会教育課（☎ 23・1318）
※詳しくは小中学校を通じて配布する募集
チラシをご覧ください。

【第 21回】　　21 世紀・青少年
チャレンジウオーク参加者募集

　次の催しは新型コロナウイルス予防・拡散
防止のために中止になりました。

掲載している情報は、
令和 3 年 1 月 20 日時
点のものです。変更に
なっている場合があり
ますのでＨＰや電話等
でご確認ください。

催しの中止について

日にち 催　し 問い合わせ

2 月 「いわいの郷」冬
の古代体験まつり 中止 いわいの郷

（☎ 24・3200）

2/20
㈯ こどもマルシェ 中止

ひまわりの会
八女・筑後

（☎ 090・
9580・3875)

3/6
㈯

あつまれ！
元気もんフェア 中止 社会教育課

（☎ 23・1318）
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①
筋
力
ア
ッ
プ
と
癒
し
の
フ
ラ

ダ
ン
ス

　

筋
力
ア
ッ
プ
と
フ
ラ
の
音
楽

で
、
心
と
身
体
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
を
目
指
し
ま
す
。

◦
対
象
＝
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
関
心
が

あ
る
人
、
無
理
な
く
筋
力
ア
ッ
プ

を
し
た
い
人

◦
日
時
＝
２
月
25
日
㈭
、
３
月
４

日
㈭
14
時
～
15
時
30
分
（
全
２

回
）

◦
受
講
料
＝
無
料

②
生
け
花
（
自
由
花
）

　

玄
関
に
リ
ビ
ン
グ
に
ち
ょ
っ
と

お
花
を
飾
っ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
と

リ
ッ
チ
な
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

◦
対
象
＝
生
け
花
に
関
心
が
あ
る

人◦
日
時
＝
２
月
22
日
㈪
・
３
月
22

日
㈪
14
時
～
16
時
（
全
２
回
）

◦
受
講
料
＝
無
料
※
花
代
１
１
０

０
円
（
１
回
）

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
花
用
ハ
サ

ミ
・
花
器
・
新
聞
紙

①
②
共
通

◦
定
員
＝
10
人
※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選

◦
締
切
＝
２
月
15
日
㈪

◦
会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
働
く
女
性
の
家（
☎
３
７・

１
５
２
２
）

　

八
女
市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
、

囲
碁
に
興
味
が
あ
る
人
、
一
緒
に

囲
碁
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
・
女
性
も
大
歓
迎
で
す
。
受

付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、
基

盤
の
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

13
時
～
16
時

◦
会
費
＝
無
料
（
入
館
料
１
０
０

円
必
要
）

◦
対
象
＝
八
女
市
老
人
ク
ラ
ブ
会

員◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協

会
（
文
部
科
学
省
所
管
）
で
は
、

「
第
45
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ

ロ
ン
島
」
の
参
加
者
を
全
国
か
ら

募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
期
間
＝
３
月
26
日
㈮
～
４
月
１

日
㈭
６
泊
７
日

◦
対
象
＝
日
本
人
小
学
生
１
５
０

人
（
小
学
２
年
生
～
６
年
生
）

◦
場
所
＝
鹿
児
島
県
大
島
郡
与

論
町

と
お
り
、
八
女
市
緑
の
募
金
助

成
事
業
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
本
庁
ま
た
は
各
支
所
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
助
成
対
象
＝
公
園
、
地
区
公

民
館
、
公
共
施
設
、
公
共
用
地

等
に
行
う
地
域
の
緑
花
木
（
樹

木
・
花
）
の
新
規
植
栽
お
よ
び

普
及
啓
発
活
動
で
あ
り
、
事
業

完
了
後
も
善
良
な
管
理
が
で
き

る
こ
と
。
※
今
年
度
か
ら
花
苗
の

植
栽
も
助
成
対
象
に
な
っ
て
い
ま

す
。

◦
対
象
者
＝
行
政
区
や
老
人
ク
ラ

ブ
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
、
八
女
市
緑
づ
く
り
推
進
協

議
会
が
認
め
る
団
体

◦
助
成
金
額
＝
１
団
体
当
た
り

15
万
円
を
限
度
。
植
栽
事
業
に

つ
い
て
は
経
費
の
７
割
以
上
を
花

苗
・
樹
木
代
が
し
め
る
こ
と
。

◦
募
集
期
間
（
申
込
期
限
）
＝

令
和
３
年
２
月
末
日

◦
募
集
件
数
＝
37
団
体
ま
で

◦
事
業
の
実
施
期
限
＝
植
栽
が

令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
完
了

す
る
こ
と
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
林
業

振
興
課
森
林
再
生
係
（
☎
２
３
・

１
１
６
８
）
▽
黒
木
支
所
建
設

産
業
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
産
業
係
（
☎

２
３
・
４
９
４
０
）
▽
上
陽
支
所

建
設
産
業
係
（
☎
５
４
・
２
２
１

９
）
矢
部
支
所
建
設
産
業
係
（
☎

２
４
・
９
１
４
３
）
▽
星
野
支
所

建
設
産
業
係
（
☎
５
２
・
３
１
１

４
）

◦
説
明
会
＝
２
月
11
日
㈷
13
時

～
14
時
30
分
、
エ
イ
ム
ア
テ
イ
ン

博
多
駅
前
会
議
室
５
Ｆ
（
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
前
３
ー
25
ー

24
八
百
治
ビ
ル
５
階)

※
予
約
不

要
・
入
場
無
料

◦
参
加
費
＝
【
福
岡
空
港
発
】

13
万
２
千
円

◦
締
切
＝
３
月
５
日
㈮

◦
資
料
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ

せ
＝
国
際
青
少
年
研
修
協
会(

☎

０
３
・
６
８
２
５
・
３
１
３
０)

　

八
女
市
で
は
皆
さ
ま
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
い
た
緑
の
募
金
を
活

用
し
、
市
内
の
地
域
の
緑
化
に
取

り
組
む
団
体
等
へ
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
次
の

「
第
45
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
」
参
加
者

八
女
市
緑
の
募
金
助
成
事
業

老
人
ク
ラ
ブ「
囲
碁
部
」
会
員

募
　
集

募
　
集

　八女市社会福祉協議会では、令和
３年度から市内にお住まいの一人暮
らし高齢者や高齢者世帯をはじめ、
心身に障がいがある人などを対象
に、ゴミ出しなどの支援サービス事
業を実施します。つきましては、そ
の活動を担っていただく（有償）ボ
ランティアを募集しま
す。ご自身の空い
ている時間や活
動できる範囲で
活躍いただけま
す。ぜひ、この
機会に登録をお
願いします。
　まずは、お気軽に
八女市社会福祉協議会本所・各支
所に問い合わせください。
◦問い合わせ＝【社会福祉協議会】
本所（☎ 23・0294) ／上陽支所（☎
54・3629） ／ 黒 木 支 所（ ☎ 42・
2131）／立花支所（☎ 37・0036）
／矢部支所（☎ 47・3123）／星野
支所（☎ 52・3165）

生活支援
ボランティア募集

立
花
公
民
館
講
座
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占
用
期
間
満
了
前
に
『
占
用

継
続
許
可
申
請
書
』
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
申
請
用

紙
に
署
名
、
押
印
の
上
、
八
女
市

本
庁
建
設
課
・
各
支
所
建
設
産

業
係
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
４
月
初
旬
に
許
可
書

お
よ
び
納
付
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
４
月
末
ま
で
に
占
用
料
を

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
送
付
さ
れ

た
許
可
書
は
建
築
確
認
や
土
地

売
買
の
際
に
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
５
年
後
の
更
新

ま
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
そ
の
他
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

占
用
者
の
名
義
や
住
所
等
が

変
更
に
な
る
場
合
、
占
用
物
件
の

移
設
、
形
状
の
変
更
、
撤
去
等

が
発
生
す
る
場
合
は
、
別
途
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

管
轄
の
本
庁
建
設
課
・
各
支
所

建
設
産
業
係
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
総
務

管
理
係
（
☎
２
３
・
１
９
７
１
）

▽
黒
木
支
所
建
設
産
業
係
（
☎

４
２
・
１
１
１
７
）
▽
立
花
支
所

建
設
産
業
係
（
☎
２
３
・
４
９

４
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
産
業

係
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽
矢

部
支
所
建
設
産
業
係
（
☎
２
４
・

９
１
４
３
）
▽
星
野
支
所
建
設
産

業
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

24
日
㈬
18
時
30
分
～
20
時
30

分
）
※
先
着
順
各
４
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１
）

　

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
に
は
事
前
に
団
体
登
録
が

必
要
で
す
。

◦
３
月
分
利
用
者
の
会
＝
２
月
20

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

道
路
や
水
路
の
占
用
許
可
は
、

通
常
５
年
後
の
３
月
末
ま
で
の
期

間
で
許
可
し
て
い
ま
す
。
占
用
期

間
が
満
了
に
な
る
前
に
更
新
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

◎
更
新
手
続
き
の
流
れ

留
米
総
合
庁
舎
１
階
（
☎
０
９

４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
等
を
対

象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

た
就
業
支
援
や
養
育
費
相
談
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
支
援
を

希
望
す
る
人
は
、
お
電
話
く
だ
さ

い
。

▽
養
育
相
談
＝
電
話
相
談
※
離

婚
協
議
中
の
人
も
可
。
内
容
に

よ
っ
て
弁
護
士
相
談
ク
ー
ポ
ン

（
１
時
間
無
料
相
談
券
）
を
発
行
。

▽
無
料
弁
護
士
来
所
相
談
＝
２

月
３
日
㈬
・
３
月
３
日
㈬
13
時

～
15
時
／
２
月
10
日
㈬
・
２
月

２
２
・
４
１
３
１
※
平
日
10
時
～

16
時

　

福
岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事

務
所
で
は
、
電
話
ま
た
は
面
談
に

よ
る
「
解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談

会
」を
実
施
し
ま
す
。
相
談
無
料
、

秘
密
は
厳
守（
予
約
不
要
）。ま
た
、

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
弁
護
士

と
連
携
し
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
17
日
㈬
～
18
日

㈭
※
両
日
と
も
９
時
～
20
時
（
受

付
は
19
時
30
分
ま
で
）

◦
相
談
会
場
・
連
絡
先
＝
県
筑

後
労
働
者
支
援
事
務
所
（
久
留

米
市
合
川
町
１
６
４
２
ー
１
県
久

　

県
内
の
司
法
書
士
が
相
続
登

記
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。

◦
期
間
＝
２
月
１
日
㈪
～
２
月
28

日
㈰
※
相
談
日
時
は
紹
介
先
の

司
法
書
士
と
調
整
く
だ
さ
い
。

◦
場
所
＝
県
司
法
書
士
会
会
員

事
務
所

◦
紹
介
＝
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー（
☎
０
５
７
０・７
８
３・

５
４
４
）
※
最
寄
り
の
司
法
書
士

事
務
所
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
☎
０
９
２
・
７

司
法
書
士
会 

２
月
は
「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
」
月
間

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

道
路
・
水
路
の
占
用
期
間
満

了
に
伴
う
更
新
手
続
き

相
　
談

相
　
談

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
　
般

一
　
般

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

パートタイム会計年度任用職員募集

応募に基づき登録し、必要に応じて任用します。
①保育士
◦応募資格＝保育士の資格を有し、「保育士
証」の交付を受けている人
◦賃金＝【日額】8,304 円【時間給】1,071円
◦勤務時間＝７時間 45 分（日額）
②給食員
◦応募資格＝調理師等の資格を有する人、また
は調理に関する十分な知識、経験を有する人
◦賃金＝【日額】6,708 円【時間給】925 円
◦勤務時間＝７時間 15 分（日額）
①②共通
◦任用期間＝令和 3 年 4 月1日～令和 3 年 9
月30日（年度内更新あり）
◦期末手当＝ 6 月・12 月 期末手当基礎額×
50 ／ 100（1週間当たりの平均勤務時間が 15
時間 30 分未満の人を除く）
◦通勤手当＝２㎞以上あり
◦勤務場所＝八女市立（福島、長峰、北山）
保育所
◦提出書類＝八女市会計年度任用職員登録
申込書、資格証明書※申込書は八女市ホーム
ページからダウンロード可
◦申込・問い合わせ＝子育て支援課こども未
来係（☎ 24・8814）

保育所保育士・給食員



で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・
７
０
０・

０
１
２
）
※
受
付
９
時
～
22
時

（
年
中
無
休
）

　

自
筆
の
遺
言
書
を
法
務
局
で

保
管
す
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

遺
言
書
を
法
務
局
に
保
管
す
る

こ
と
で
、
相
続
人
等
に
発
見
さ
れ

な
か
っ
た
り
、
改
ざ
ん
さ
れ
た
り

す
る
恐
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。
高

齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、「
終
活
」

等
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
ご

自
身
の
財
産
を
確
実
に
託
す
方

法
の
一
つ
と
し
て
、
自
筆
の
遺
言

書
作
成
を
考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ

ひ
「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制

度
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
手
続

き
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
八

女
支
局
（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）
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火災出火件数  3件 （28件）
救急出動件数 252件 （2,710件）
救急搬送人数 243人 （2,622人）

人身事故発生件数 20件 （291件）
傷　　者 27人 （392人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 61,984 (-7）
男 29,270  (+6)
女 32,714  (-13)

世帯数 25,149  (+40)
　※（　）内は前月比

出生 36 人 死亡 81 人
転入 165 人 転出 127 人

▼ 12 月の交通事故の状況

▼ 12 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（12 月31日現在）

▼ 12 月の異動

納期限・口座振替日は３月１日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦固定資産税（4 期）◦国民健康保険税（8 期）
◦後期高齢者医療保険料（8 期）◦介護保険料（8
期）◦住宅使用料（2 月）◦保育料（2 月）◦水
道料金・下水道使用料（6 期）◦農業集落排水
施設使用料（6 期）◦下水道受益者負担金（4 期）

2月に
納める
もの

【柳川雛祭りさげもんめぐり】
◦期間＝ 2/11 ㈷～ 4/3 ㈯◦問＝市観光
案内所（☎ 0944・74・0891）

【風浪宮大祭】
◦日程＝ 2/9 ㈫～ 2/11 ㈷◦問＝風浪宮

（☎ 0944・87・2154）

大川市

柳川市

イベント情報イベント情報後後筑筑 ちくごななこくちくごななこく七国七国 　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
一
部
の
証
明
書
交
付
を
停
止
し

ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦
停
止
期
間
＝
２
月
４
日
㈭
17

時
30
分
か
ら
終
日

◦
停
止
証
明
書
種
類
＝
戸
籍
全

部
（
個
人
）
事
項
証
明
書
、
戸

籍
の
附
票
の
写
し

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
提
供

再
開
時
間
は
、
２
月
５
日
㈮
６
時

30
分
か
ら
に
な
り
ま
す
。
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書

は
通
常
通
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
推
進
係
（
☎
２
３
・
１
１

１
７
）

　
　

　

２
月
18
日
㈭
（
予
定
）
か
ら

福
岡
県
の
一
部
地
域
で
、
携
帯
電

話
の
新
し
い
電
波
利
用
を
開
始
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
映

像
に
影
響
の
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
対
象
地
域
の
家
庭
に
は
、
次

の
よ
う
な
チ
ラ
シ
を
事
前
に
配
布

し
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
視
聴
に
関
す

る
影
響
が
出
た
場
合
は
、一
般
社

団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進

協
会
が
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
の

　令和3年3月1日から、障害者の法定雇用率が左
表のように変わります。変更に伴い、障害者を雇用し
なければならない民間企業の事業主の範囲が、現行
「従業員45.5人以上」から「43.5人以上」に変わり
ます。詳しくは、ハローワーク八女にお尋ねください。
◦問い合わせ＝ハローワーク八女（☎23・6188）

事業主区分 法定雇用率
現行 R3.3.1以降

民間企業 2.2% ⇒ 2.3％

国、地方公共団体等 2.5％⇒ 2.6%

都道府県等の教育委員会 2.4% ⇒ 2.5％

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

【岡山地区】
◦日時＝2月25日㈭
10:00 ～ 11:30、 12:30 ～ 15:30
◦場所＝室岡公民館

テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
の
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す

障害者の法定雇用率が引き上げになります

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
停
止
し
ま
す

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を

法
務
局
が
守
り
ま
す



無料法律相談
◦ 2 月18日㈭ 、3 月4日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦ 2 月12 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 2 月19 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 2 月 26 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 2 月19 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦2月22日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦2月19日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦2月12日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦2月3日㈬・17日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦2月17日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦2月10日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦2月24日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦2月16日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦2月12日㈮・16日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月25日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
日本政策金融公庫相談会（毎月第1金曜日）
◦2月5日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）

◦2月8日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会（毎月第3月曜日）
◦2月15日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦��平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談

（人権・同和政策・男女共同参画推進課）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦�平日 9:00～17:00※予約（☎23・1314）
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせくださ
い。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》
◦�平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00

※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市

消費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦2月16日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる相談ホットライン
◦�毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦�月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相 談 は お 気 軽 に ど う ぞ相 談 は お 気 軽 に ど う ぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
かん

やめ

八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支援
を行っています。（市内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと同
じ建物）月～金・第 2 土曜日 9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）

広報八女 2021.2.125

※ 2 月の「なんでも人権相談」と「行政相談」は中止になりました。



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
ご
尽
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
医
療
機
関
や
介
護
福
祉
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
感
染

拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
の
中
、
1
月
13
日
、
福
岡
県
を

対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
八
女
市
で
も
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
、
感
染
者
は
急
増
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
危
機
感
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
生
活
や
健
康
の
維
持

に
必
要
な
場
合
を
除
い
た
、
不
要
不
急
の
外
出
・
移
動
の
自
粛
等
の

徹
底
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
、
三
密
の
回

避
等
、
基
本
的
な
感
染
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
飲
食
店
を
中
心
と
し
た
事
業
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
先
行
き
の
見
え
な
い
困
難
と
不
安
の
中
で
、
さ
ら
な
る
ご
負

担
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
県
が
要
請
す
る
営
業
時
間

の
短
縮
や
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
、
医
師
会
、
医
療
機
関
等

と
連
携
し
な
が
ら
接
種
体
制
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
国
の

示
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
や
事
業
活
動
が
制
限
さ
れ
、
よ
り
一層
の
ご
不
便
を
お

か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
今
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
大
変

重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ご
自
身
は
も
と
よ
り
、
ご
家
族
や

大
切
な
人
を
守
る
た
め
、
さ
ら
に

は
、
地
域
の
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た

め
に
も
、改
め
て
市
民
一丸
と
な
り
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

緊急事態宣言の
再発出を受けて

市市長長ココララムム73

おたんじょうびおめでとう
家
族
み
ん
な
の
愛
情
で
健
康
に

育
っ
て
ね
。
は
る
ち
ゃ
ん
の
笑
顔

は
世
界
一
だ
よ
。

古賀 遥
はる

斗
と

ちゃん

R2年2月1日生（宅間田）

ウ
チ
の
ア
イ
ド
ル
み
ー
ち
ゃ
ん
♡

に
ー
ち
ゃ
ん
達
と
仲
良
く
大
き
く

な
っ
て
ね
♡

鹿子生 美
み

海
う

ちゃん

R2年2月6日生（黒木町本分）

Ｈ
Ｂ
Ｄ
♡
み
い
く
ん
の
笑
顔
で
み
ん

な
を
幸
せ
に
し
て
ね
。
い
つ
も
あ
り

が
と
う
。

早川 実
み

来
らい

ちゃん

R2年2月8日生（本村）

あ
お
く
ん
☆
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
ず
っ
と
元
気
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
育
っ
て
ね
。

浜 碧
あ お い

生ちゃん

R2年2月18日生（納楚）

1
歳
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か
ら
の

成
長
楽
し
み
に
し
て
る
よ
。

矢ヶ部 稀
ま

子
こ

ちゃん

R2年2月15日生（蒲原）

1
歳
お
め
で
と
う
！
か
わ
い
い
笑

顔
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
ね
♡
大
好

き
だ
よ
♡

葉山 愛
あい

菜
な

ちゃん

R2年2月29日生（忠見）

お
う
く
ん
1
歳
お
め
で
と
う
！
元

気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね
♡井上 櫻

おう

絆
き

ちゃん

R2年2月11日生（前古賀）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、
市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限
る）。氏名・生年月日・住所・簡単なコメント（30字
以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに
直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。
応募多数の場合は先着順となります。
◦申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

ＦＭ八女で市民へメッセージ

　12月25日㈮、八女市
立図書館本館で国際ソロ
プチミスト八女（平田カズ
ヱ会長）の図書贈呈式が
ありました。国際ソロプチ
ミストは管理職、専門職
に就いている女性の世界
的組織で、人権と女性の
地位を高める奉仕活動を
しています。今回は、紙
芝居やだれもが読みやす
いＬＬブックなど48冊を
寄贈していただきました。
橋本教育長は「読書は心
の財産を築きます。いただ
いた図書は大切に使わせ
ていただきます」と感謝の
言葉を述べました。

ＬＬブックなど
を寄贈

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市企画政策課広報広聴係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
星
野
村
の
活
性
化
に
向
け
、

研
究
を
し
て
い
る
戸
澤
さ
ん
。実

は
人
見
知
り
で
口
下
手
と
の
こ

と
。
取
材
中
お
話
し
さ
れ
る
姿

に
、星
野
村
へ
の
愛
を
感
じ
ま
し

た
。
今
後
の
研
究
活
動
を
応
援

し
て
い
ま
す
。（
Y
・
N
）

▼
成
人
式
の
取
材
で
は
、
友
人

た
ち
と
の
再
会
に
喜
ぶ
新
成
人

の
皆
さ
ん
の
姿
を
み
て
い
る
と
、

思
わ
ず
自
分
も
嬉
し
い
気
持
ち

に
な
り
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。（
Y
・
Y
）

▼
感
染
拡
大
、
緊
急
事
態
宣
言

の
再
発
出
で
、
不
安
と
緊
張
の

毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

少
し
で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な

れ
る
よ
う
な
話
題
を
紹
介
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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